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町民のうごき
世帯数  1987戸人口 男 3，740 女 3，962 計 7，702(平成 2年 3月31日現在)

出生男  5女 3計 8・死亡男  1女 2計 3・転入男  13女10計23・転出男20女15計35 (平成 2年 3月中)

広報かつうら  5月号 =239・平成 2年 5月 1日発行 編集と発行勝浦町総務課 でんわ (08854) 2-2511附
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第239号� ヌが ザコ つ ら 平成� 2年� 5月l日 (2) 

可
予
算
の
概
要

h

歳

一
撃
許
の
当
翌
?
算
は
、

約
二
十
七
億
八
千
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
約
五
億
円

三
二

・
四
%)
も
増
え
て

い
ま
す
。

入|入ってくるお金| 万円27億8546
(自主財源 (21.4%)) 

依存財源� (78.6%)

困T 税

4見
国
庫
支
出
金

介担金・負担金 回T そ

I也 方� ー イ寸父財産収入 県支出金� 

3 j意� 
σ〉そ の他¥」

13億6，373万円� 6，2917]円5 f意9，736万円 {責 他

21.4% 
49.0% 

|億4，� 

2憶� 

|憶1，165万円(4.0%) 

371万円(5.2%) 

610万円(7.4%)

278546億� 金」おヲ出|使歳 万円

民 {者 土木費� =主" 費総 務 費 農林水産業費 教 同
費 

8
円

借
億
お
万

公 
3

6

2億
生 生 6，060 5j意4，303万円5億4，731万円� 6億4，622万円

万円
費 費

国
璽
文
出
金
、
県
支
出
金
な

ど
の
依
存
財
源
は
大
幅
な
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
は
微
増
に
と
ど
ま
り
、
二

割
自
治
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
建
設
事
業
費
が
大
幅

に
伸
び
て
い
ま
す
。

平
成
五
年
に
開
催
さ
れ
る

四
入
国
体
に
向
け
て
、
ビ
ー

ム
ラ
イ
フ
ル
の
会
場
と
な
る

生
比
奈
小
学
校
体
育
館
に
約

二
億
八
千
万
円
、
ま
た
農
村

総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費

23.2%196%目� 

|億3，455万円(4.8%)

|億7，597万円(6.3%)

議会費� 5，011万円(1.8%) 

歳
出

19.5% 

歳
入

歳
入
総
額
の
半
分
を
占
め

る
地
方
交
付
税
が
、
前
年
よ

り
二
億
三
千
万
円
(
二 
0
・ 

0
死
)
増
え
た
の
を
は
じ
め
、

(
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設

費
な
ど
)
に
二
億
七
千
万
円

な
ど
将
来
を
に
ら
ん
で
の
投

資
を
し
て
い
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
3月定例議会で平成2年度
一般会計当初予算が議決されました



(3) 平成� 2年� 5月1日 カ込 ザコ つ ら 第239号

一般会計当初予算の推移 性質別歳出

投

資
的
経

費� 

4t .99& 

普通建設事業費� llf窓5，448万円� 41.59& 

災害復 旧 費� 1，111万円� 0.49& 

23 22 
27 
{意

{窓
19 20 1意 8 2 
{意 f.t 9 5 2 1 1 3 4 3 1 9 7 6 9 7 4 8 

万 7 3 万
万

万 万 円円 円 円 円� 

61 62 63 フE 2 

i自

費

的

経
百貨� 

{貧

人 件 費� 61意6，968万円� 24.09& 
1-、‘、� 費� 31意6，405万円� 13.19& 

E 9&.68万円028，4意21貸イ牛� 物

補助 費等�  H窓9，796万円� 7.19& 
繰 出 金� 6，162万円� 2.29& 
扶 助 5，028万円� 1.89& 

費
年 年 年 年 年 予 {拘 否伎 1，800万円� 0.79& 

i
i 

度 度 度 度 度� 
維持補修 費� 935万円� 0.39& 

58.1 9& 
貸 付 金� 545万円� 0.29&対前年度

増減率�  (企17 .79&)(5.69&)(13.69&)(21.49&) 
投資及び出資金� 320万円� 0.19& 

FHHHmmmNmmNNmN  

;園 陸盛画陸軍圏園�  
。� I総 務 費農林水産業費~ 
j・「広報かつうら」発行費 制万円 ・花嫁花婿対策費� 3悶円�  ; 

i ・国勢調査などの統計調査費 ・� 250万円 ・農村総合整備モデル事業

環境改善センター建設費外……・� 27，275万円

j l民 生 ー費| ・県単土地改良事業� i 
・ .国民健康保険特別会計繰出金 1.633万円 星谷二ツ森農道整備工事外 ・3.896万円� i 
i ・重度心身障害者等医療費� 904万円 ・広域農道整備事業費� 3.303万円� i 
i ・乳児医療費� 220万円 ・農免農道整備事業費� 1.242万円� i 
i ・児童手当給付金 ・・・・ ・・ 1.169万円� 5 

|土 固木費l i 
~衛 生 費| ・町道改良舗装工事費� 7.9日万円� ; 

5 ・勝浦病院繰出金…・…………・……・5.232万円

i・救急医療業務� 5悶円 |消 防
i 

費~ 
i ・簡易水道特別会計繰出金� ..502万円 ・消防自動車購入費 ・� 657万円� i 

・ゴ ミ処理費......…......................・3.105万円� 

i・ゴ ミ処理施設改築環境調査費� 1.附万円 |教 育

E 

費~ 
3 ・し尿処理費� 2.092万円 ・生小体育館建設費� ...............28.074万円� i 

・国民体育大会費.•••••••.•••.… 万円238.............


.. ....................
 

z 

j |商 工 費� i ・学校給食費� 4.5悶円�  ; 

i ・商工会補助金� j
・図書館費 ・� .........1.0乃万円
 .......


j・観光費� 2悶円�  ; 
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第239号 'IJ為 'コ つ ら 平成 2年� 5月1日 (4) 

e

助
役
・
収
入
役

の
選
任

三
月

一
日
付
け

8 
8 

田
村
さ
ん
の
御
芳
志
を
十
分
尊

重
し
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。(

な
お
、
田
村
さ
ん
は
三
月
二

十
七
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。)

E力役:

中井清二郎氏

神
子
家
素
恵

保

母

横
瀬
小
学
校

寄

付

沼
江
保
育
所

次

長

志
摩
道
子

(生
比
奈
保
育
所
)

調

理

員

岡

田

英

子

同
和
教
育
課

(
勝
浦
病
院
)

課
長
補
佐

島

恵
次

(産

業

課

)

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所

長

入

固

定(
勝
浦
会
館
)

調

理

員

高

木

福

恵

睦
週
柄
院

(
沼
江
保
育
所
)

事
務
局
長

長
町

豊
秋

(
一
議
会
事
替
周
)

調

理

員

清

水

敏
子

(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
)

用

務

員

井

元

初

子

(
横
瀬
保
育
所
)

看
護
婦
長
前
田
ヤ
ス
子

(
同
看
護
婦
)

看

護

婦

出

葉

晶

子

(
新
規
採
用
)

ま
た
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で

次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

藤

原

松

子

稼

勢

嘉

幸貸

去
る
三
月
二
十
三
日
に
、
横
瀬

次
の
と
お
り
、
四
月
一
日
付
け

で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
(
)
内
は
旧
任
で
す
。

総
務
課

山
平
志
信

(
同
和
教
育
課
)

秋
本
恵
美
子

(
環
境
衛
生
課
)

倉

坪

泰

幸

(
同
主
事
)

播

ミ

ス

子

(
住
民
福
祉
課
)

坂

井

芳

久

(
建
設
課
)

藤

田

都

(
同
主
事
)

倉

橋

孝

明

(
産
業
課
)

谷
添
美
津
子

(
同
和
対
策
課
)

森

敏

治

(
同
和
対
策
課
)

福
徳
ヤ
ス
エ

(
税
務
保
険
課
)

(
勝
浦
病
院
)

長

大

島

信

明

産
業
課

(
環
境
衛
生
課
主
事
)

課

河

野

精

二

(
環
境
衛
生
課
)

山
口
和
紀
宣

同
和
対
策
課

(
総
務
課
)

課

長

桂

木

熱

(
同
課
長
補
佐
)

前

田

泰

子

建
設
課

(
勝
浦
病
院
)

係

守

議
会
事
務
局

技

師

)

事
務
局
長
駒
津
輝
幸

(
学
校
給
食
セ
ソ
タ 
l
)

長
尾
原
美
恵
子

横
瀬
保
育
所

(
同
係
長
)

保

母

鈴
木
倫
子

(
生
比
奈
保
育
所
)

谷

口

和

枝


生
比
奈
保
育
所

(
勝
浦
病
院
)


次 主 係 係次

長

山

田

智

恵

子

長長 長事

(
住
民
福
祉
課
)

(玉
同置

課
長
補
佐

(
前
川
)
出
身
で
、
北
海
道
豊
浦

町
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
、
田
村
甚

蔵
さ
ん
か
ら
「
横
瀬
小
学
校
の
教

材
備
品
の
購
入
資
金
と
し
て
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
金
壱
封
の
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

係 係� 係 係

長 長 長長

住
民
福
祉
課

課

長

主

事

次
の
と
お
り
、

和寛氏

環
境
衛
生
課

課

長

課
長
補
佐

企
画
開
発
課

課

長

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

助

役

中

井

清

二
郎
氏

収
入

役

小

谷

和

寛

氏

、 、長齢 y 

tζl"l)J府、p

¥ー

松
浦

博

(
横
瀬
保
育
所
)

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
助成・収入役の選任

MUS04
テキストボックス
町職員人事異動



(5) 平成 2年 5月 1日 カ込 つ ら 第 239号ザコ

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
日
数
は
、

選
手
の
都
合
に
よ
り
、
四 

七
日

間
程
度
で
す
。

料
金
は
、

県
下
で
統
一
さ
れ
ま

す
。
昨
年
の
北
海
道
「
は
ま
な
す

国
体
」
で
は、

一
泊
二
食
付
で
、

六
千
三
百
円
で
し
た
。

食
事
・
入
浴

そ
の
他
に
つ
い
て

食
事
は
、

各
地
区
の
集

会

事

で
共
同
調
理
し
、
そ
こ
で
食
事
す

る
予
定
で
す
。
入
浴
は
、
各
ご
家

庭
の
風
呂
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
寝
具
に
つ
い
て
は
、
特

に
新
し
い
も
の
で
な
く
て
も
、
清

潔
で
あ
れ
ば
結
構
で
す
。
不
足
す

る
場
合
は
、
貸
布
団
を
あ
っ
せ
ん

し
ま
す
。

J

中
村
芳
生
さ
ん 

(沼
江

・ 
T
E 

L

午
前
十
時
J
午
後
三
時

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

民
泊
の
あ
ら
ま
し

民
泊
を
お
引
き
受
け
く
だ
さ
る

に
当
た

っ
て
、
特
に
む
つ
か
し
く

考
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

頃
み
な
さ
ん
が
親
せ
き
や
友
だ
ち

を
迎
え
た
と
き
の
よ
う
な
家
庭
的

な
雰
囲
気
の
な
か
で
、
家
族
同
様

に
接
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で

す
。

一
戸
当
だ
り
の


人
数
と
日
数


地
区
で
各
県
チ 

ム
単
位
に
引

き
受
け
願
い
た
い
の
で
す
が
、

l

春
の

行
政
相
談
週
間

P
)

-
宿
泊
ア
ン
ケ
ー
ト

6
月
実
施
・

平
成
五
年
十
月
に
徳
且
『
香
川
両
県
で
、
第
四

十
八
回
国
民
体
育
大
会
が
「
出
会
い
競
い
そ

パ 
l
h

し
て
未
来
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

体

本
町
で
は
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

と
デ
モ
ス
ポ
行
事
の
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

(
B
R
-
B

ル
大
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
全
国
及
び
県
下
各

地
か
ら
勝
浦
町
へ
、
千
名
を
超
え
る
関
係
者
が
訪

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
う
ち
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
の
選
手
、
監
督

戸
当
た
り
二 

三
名
を
お
願
い
で

は
四
百
六
十
名
で
、
う
ち
四
百
名
余
り
を
勝
浦
町

内
の
各
ご
家
庭
で
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
う
民
泊
方
式

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
戸
数
は
、
二
百
戸
余

J

り
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
国
体
は
、
半
世
紀
に
一
度
の


記
念
す
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
す
。
こ
れ
に
参


集
す
る
翠
子
団
や
関
係
者
に
、
私
た
ち
の
郷
土
を


知
っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
各
地
の
人
々
と
交
流


を
は
か
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。


国
体
の
成
功
は
、
民
泊
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を


占
め
ま
す
。
六
月
に
実
施
す
る
宿
泊
ア
ン
ケ
ー
ト


に
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

五
用
士
一百
伺
か
ら
十
九
日
一回

ま
で
の

一
週
間
は
、「
春
の
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し

て
、
地
元
行
政
相
談
委
員
が
主

催
し
て
、
次
の
と
お
り
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
行

政
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
役
所
の
仕
事
に

つ

い
て
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
持

ち
の
方
は
、
こ
の
機
会
を
お
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

勝
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
は

二
|
一
三
一
三
)
で
す
。

-
行
政
担
諺
附

日

時

五
月
十

一
日
倒

一

相
談
員

行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員

心
配
ご
と
相
談
員

句、、

ー¥

東四国国体徳島県マスコット

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
平成5年東四国国体

MUS04
テキストボックス
選手をあなたの家に泊めて下さい
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答
・

6
年
�
 
年
�
 

年
�
 日
年
�
 

年

年
�
 

・
幻
年

以

上

辺

名

戸
�
 * 
s第腸 
*
l

v

b

一
日
住
�
 私
た
ち
と
は
ち
が
っ
た
観
点
で
勝
浦
町
を
昆
て
い
た
だ
き
ま

一

ド」
。

二

宍

調

室

は

八

十

五

名

の

方

【

送

付
、
二
十

2
2
2
一

一
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一

「

広
報
か
つ
う
ら
」
は
町
内
の
方
だ
け
で
な
く
、
勝
浦
町
出
身
で

一

活
気
が
少
な
く
な
っ
た
と
答

一
町
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
も
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
↓

一

O

(

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

答
・

活
気
が
出
て
き
た
。
担
・
8
%

問
あ
な
た
が
住
ん
で
い
た
頃
の

2
名

2
名

3
名

問
あ
な
た
が
勝
浦
町
を
離
れ
て

何
年
に
な
り
ま
す
か
。

勝
浦
町
と
今
の
勝
浦
町
を
比
べ
、

⑧
②
⑦
①
⑥
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そ
こ
で
、
今
回
町
外
の
方
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
意
見
を
伺
い
、
毎

一

ー
貴
重
な
意
見
を
あ
り
、か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
|

問
特
に
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
。
(
活
気
が

出
た
と
答
え
た
人
)

答
・

道
路
の
整
備
が
良
く
な
っ
た

-
活
気
が
少
な
く
な
っ
たお・� 

7
%

・
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い

幻・� 
5
%

・
住
主
、
府
が
多
く
な
っ
た
�
 
3
名

6
名

何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

答
・

自

然

日

-

人

間

性

幻

・

 

・
0
%

6
%

問
勝
浦
町
が
今
後
変
え
て
い
つ

た
ら
よ
い
と
二
ろ
は
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
だ
と
患
い
ま
す
か
。

窓
口
・
観
光
や
特
産
品
の
開
拓
4
名

問
今
の
勝
浦
町
で
残
し
て
い
か

空jL

短E
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* 
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* 
* 
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え
た
人
)

・
み
か
ん
が
少
な
く
な
っ
た7

名

・
人
口
が
減
り
、
過
疎
化
し
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、

-
工
場
が
で
き
て
い
る

-
道
路
の
拡
張
�
 

2
名

・
自
然
を
生
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー

施
設
を
作
つ
て
は
ど
う
か
。

3
名

・
環
比
霊
大
化	

(
勝
浦
川
を
美
し

く

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
美

・
み
か
ん
等
特
産
品

口・� 

-
文
化
 

7
・
8
%

・
そ
の
他
�
 

3
名
�
 

6 3
名

* 
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* 
* 

O a O
久
令
系
で
も
み
か
ん
の
ハ
ウ

ス
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
丞
す
。

a

で
増
や
す
み
走
で
成
本
の
植

え
か
え
以
ど
レ
て
い
丞
す
。

一

以
く
、
現
在
三
で
元
気
で
が
ん

す
。 

VO

勝
浦
町
を
離
れ
て 

浦
へ
帰
っ
て
き
丞
す
。
リ
フ
帰
っ

」
て
も 

以
気
が
レ
丞
す
。

勝
浦
を
離
れ
十
七
年
に
以
ろ
う

み
3Aで
と
め
み
怠
ウ
ん
ヘ
メ
ヴ
セ 
3
ぶ 

O い
丞
す
。 

*
* 
* 

*
* 
*
* 
* 

*** 

* 

* 

本� 

****普**普普**************************骨*******骨骨*****静養骨骨骨******

で
自
立
す
る
、
ピ
き
わ
が
や
(
別

名
お
に
が
や
)
を
刈
り
取
っ
て

四
月
士
二
日
、
坂
本
秋
葉
神

社
春
祭
の
行
事
の
一
つ
と
し
て
、

鎮
火
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
一
年
中
の
無
火
災

と
団
員
の
無
事
」
を
祈
り
毎
年

こ
の
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

式
典
で
は
堺
県
議
、
本
部
団

長
外
多
数
臨
席
の
も
と
行
わ
れ
、

消
防
団
員
と
共
に
区
民
一
体
と

な
り
、
地
区
か
ら
火
災
を
発
生

さ
せ
な
い
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た

家
族
一
向
元
気
に
や
っ
て
い

す
。
ふ
る
さ
ピ
で
み
か
ん
の

防
衆
を
や

っ
た
経
験
か
ら
当
地

aO

〉
』
の
土
地
も
私
が
初
め
て
き
た
六

わ
が
家
で
も
現
在
エ
一
十

今
年
ヒ
来
年
で
計
六
十 

a
位、位

に 
aH

因
も
ふ
る
さ
ヒ
は
忘
れ
た
こ
ど

ば
っ
て
い 

A
十
数
年

に
以
り
丞
す
が
、
け
つ
も
ふ
る

A
X

さ
ヒ
を
思
い
虫
レ
て
い
丞
す
。

子
供
の
演
、
川
で 

を
ヒ

っ

た
こ
ピ
以
ピ
、
以
っ
か
レ
く
思

「
進
歩
が
な
い
な
」
「
よ
丞

っ

て
レ
丞

っ
て
い
る
町
だ
以
」
ピ

最
近
品
刊
に
嬉
じ
丞
す
。
そ
れ
は
、

*本� 

*

我
が
愛
す
る
ふ
る
さ
ど
勝
浦
を

泰
道
リ
レ
て
上
勝
町
へ
よ
く
行

く
の
で
そ
の
ぜ
い
か
も
わ
か
り

丞
ぜ
ん
。
月

γる
周
辺
を
見
る

ど
瞬
時
浦
も
こ
の
よ
う
に
祈
レ
く

閣
内
か
を
や
っ
て
ゆ
か
ね
ば
遅
れ

る
ピ
気
が
気
で
以
り
丞
ぜ
ん
。

勝
浦
町
を
離
れ
る
ヒ
絡
会
に
は

打
憎
い
え
さ
以
自
主
の
松
久
さ
が
、

賞
受
打
?
』
ピ
が
よ
く
わ
か
り
丞

*
*
*
*
* 
*
*
*
*
* 牢� 

す
。
宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ
に
レ
以
い

で
、
最
近
の
都
会
に
・
伍
む
人
遣
の

あ
こ
が
れ
る
之
さ
之
さ
レ
た
レ
ジ

ャ
ー
抱
誌
を
。

O
え
鼠
に
き
て
も
う
二
十
年
以
上

a

に
以
り 

す
が
、
年
に
一
、
二
回
勝

て
も
ほ
っ
ピ
す
る
勝
浦
町
。
白
山
比
一

ピ
暖
か
い
人
間
性
を
守
っ
て
下
さ
っ

て
ほ
か
ら
感
謝
レ
孟
す
。 

0
7
ム
が
で
き
て
か
ら
勝
浦
川
が

変
わ
っ
て
レ
丞
っ
た
よ
う
に
思
う
。

挙
が
り
っ
ぱ
い
ま
え
て
き
て
、
昔

遊
ん
で
い
た
頃
の
忠
彩
が
以
く
、

ど
レ
て
い
丞
す
が
、
私
に
ヒ

つ
て

は
唯
一
安
問
で
き
る
場
所
で
す
。

現
在
川
崎
市
に
依
ん
で
い
丞
す
が
、

年
前
ゆ
絡
が
多
く
白
設
に
患
丞
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
時
伐
の
波
ピ

リ
う
の
で
レ
ょ
う
か
、
一
年
一
年

絡
が
少
以
く
以
リ
、
代
わ
り
に
宅

地
化
さ
れ
て
き
丞
レ
た
。
た
だ
こ

， 

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
* 
*
*
* 
* 
*
*
* 
* 
* 

C
0
4
d

'
山
に
れ
打
憎
い
の
が 

ネ
ー
ブ
ル
、
伊
予
柑
以
ど
訪
米

を
レ
て
お
り
丞
す
。
効
果
は
以

い
よ
う
で
す
。
丞
た
、

み
か
ん
の
貯
欽
摩
は
金
圏
一
の

徳
島
県
、
こ
の
経
験
を
注
か
レ

こ
ち
ら
で
貯
絞
庫
を
建
て
、
み

か
ん
の
貯
般
に
は
ぴ
け
を
ピ
り

孟
ぜ
ん
。
ネ 
l
プ
ル
、
伊
予
樹
、

青
島
温
州
、
久
津
、
清
水
以
ピ

ピ
て
も
・
良
い
効
果
が
で
て
い
孟

す
。
み
ん
以
ふ
る
さ
ピ
で
育
っ

た
お
か
け
で
す
。

O
小
中
学
校
の
凡
愛
生
徒
且
び

え
ま
方
に
研
究
レ
て
い
た
だ
け

て
ぜ
ひ
ホ
タ

ル
を
よ
み

が
え
ら

せ
て
ほ

・υ
ぃ
。

み
な
さ
ん
の
思
い
出
深
い
勝 ...すだちの花

祈年

鎮そ宗
火 逃
祭 を

の
状
況
が
普
通
だ
ピ
思
い
注
法
レ

以

-

A
V

A
V
a
k

。

て
い
る
こ
ピ
が
玲
ピ
レ

ユ
の
す
て
淋
レ
く
打
ゆ
り
、
子
供

ア
勢
ま

の
大
い
た
ち
に
も
キ
告
の
白
山
民
一

月
し
市
の
き
晴
レ
さ
を
教
え
ら

屯ヨ

念
で
す
。

d
m

は
日
で
勝
浦
に
帰
り
こ
の
崎
ピ

川

禁

望

-

浦
解
公
ば
か
り
に
自
然
一
を
堪
能

勝
の
太
レ
の
ん
び
り
レ
て
い
る

私
で
す
。
ず
っ
ピ
勝
浦

4に
・
伎
ん
で
け
る
人
に
は
〉
』
れ
が
普

通
だ
ピ
思
う
か
も
わ
か
り
丞
ぜ
ん

が
:
・
こ
の
き
れ
い
以
白
山
訟
を
い
っ

丞
で
も
針
変
ヒ
レ
て
欽
レ
い
ヒ
思

い
丞
す
。

浦
川
の
笠
備
方
法
に
つ
い
て
は
、

次
回
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

* 
事� 

*
* 牢� 

* 
* 牢

牢� 

*
*
*
*
*
*
*
* 

* 


*

*
*
*
* 
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「
き
た
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
「
パ

イ
キ
ン
」
「
き
た
な
い
」
と
い
う
言

葉
の
響
き
に
は
救
い
が
た
い
も
の
、

ど
う
し
ょ
う
も
な
い
も
の
と
い
う

暗
い
不
快
な
感
じ
が
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
嫌
悪
感
を
引
き
起

こ
す
言
葉
が
、
子
ど
も
世
界
の
ど

ん
な
状
況
の
も
と
で
使
わ
れ
て
い

る
か
、
ま
た
、
そ
れ
が
「
差
別
心
」

に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
十

分
に
考
え
、
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

久ノ
。

l

こ
の
時
母
親
の
対
応
が
不
適

切
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
心
の
中
に

人
を
傷
つ
け
る
言
葉
が
定
着
し
、

「
ア
ッ
ポ 

」
が
「
ア
ホ
」
に
な
り
、

「
パ
カ
」
「
ト
ロ
ク
ソ
」
と
ま
す
ま
す

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

悪
口
こ
と
ば
は
、
怒
り
の
感
情

を
瞬
間
的
に
発
声
す
る
た
め
に
、

非
常
に
口
に
し
や
す
く
、
聞
く
人

に
は
刺
激
的
に
作
用
す
る
と
い
う

働
き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
言
葉

は
習
慣
に
な
り
や
す
く
、
い
つ
も

い
つ
も
言
っ
て
い
る
と
口
癖
に
な

り
、
そ
の
言
葉
の
本
来
の
音
媒
と

関
係
な
く
つ
い
つ
い
使
っ
て
し
ま

う
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
に
嫌
が
ら
れ
る
言
葉
を
、
そ

の
気
も
な
く
口
に
す
る
と
し
た
ら
、

そ
の
人
に
と
っ
て
も
、
聞
く
人
に

と
っ
て
も
決
し
て
愉
快
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
不
幸
な

こ
と
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
人
を
傷
つ
け

る
言
葉
を
使
わ
な
い
よ
う
に
教
え

る
こ
と
は
、
単
に
作
法
や
礼
儀
の

課
題
で
は
な
く
、
人
の
人
権
を
大

切
に
す
る
と
い
う
課
題
な
の
で
す
。

子
ど
も
は
、
人
形
や
ぬ
い
ぐ
る

み
の
よ
う
な
命
の
な
い
も
の
の
痛

み
さ
え
共
球
年
ヲ
る
優
し
さ
を
備
え

て
い
る
か
と
思
う
と
、
時
に
は
無

甲
遍
か
ら
大
人
も
其
は
な
い
よ
う

な
残
酷
な
行
為
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

現
在
、
い
じ
め
が
原
因
で
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
る
小
中
学
生
の
数

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
バ
イ
キ
ン
。
き
た
な
い
」
「プ

タ
。
く
さ
い
」
と
い

っ
た
言
葉
が
、

級
友
に
よ

っ
て
繰
り
返
し
特
定
の

子
ど
も
に
投
げ
付
け
ら
れ
る
時
1

言
葉
は
鋭
く
幼
い
子
ど
も
の
胸
に

突
き
さ
さ
り
ま
す
。
初
め
は
言
葉

だ
け
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
放
置

す
る
と
次
第
に
悪
質
化
し
、
人
権

を
踏
み
に
じ
る
だ
け
で
な
く
、
直

接
的
な
殺
傷
行
為
に
ま
で
発
展
し

て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
い
じ
め
っ
子
の
生
活

環
境
を
観
察
し
て
み
る
と
、
別
の

ど
こ
か
で
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
か
、

人
権
が
大
切
に
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の
不
満

の
は
け
口
を
弱
い
子
を
い
じ
め
る

こ
と
で
解
消
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
い
じ
め
っ
子
に
、
思
い
や
り

の
心
を
持
て
と
説
教
し
て
も
効
果

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
子
が
抱
え

て
い
る
状
況
を
変
え
な
け
れ
ば
解

決
し
な
い
の
で
す
。

別
意
識
の
現
れ

小
さ
い
こ
ろ
に
大
人
や
回
り
の

人
々
か
ら
与
え
ら
れ
た
差
別
に
か

か
わ
る
誤
っ
た
考
え
方
や
イ
メ
ー

ジ
は
、
成
人
し
て
か
ら
も
心
の
中

か
ら
な
か
な
か
拭
い
去
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
で
す
。
こ
う
し
た

不
当
な
差
別
意
識
を
温
存
さ
せ
た

ま
ま
、
本
音
と
た
て
ま
え
を
使
い

分
け
て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

差
別
意
識
が
現
れ
る
の
は
①
人

権
音
訓
識
が
も
と
も
と
稀
薄
な
と
き

⑦
結
婚
や
就
職
を
は
じ
め
人
間
関

係
の
中
で
利
害
が
か
ら
ん
だ
と
き

③
不
満
が
う
っ
積
し
て
い
る
と
き

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

従
っ
て
酒
に
酔
っ
て
理
性
が
薄

ら
い
だ
り
、
日
常
の
付
き
合
い
の

中
で
自
分
が
不
利
な
立
場
に
陥
っ

た
と
き
、
と
り
わ
け
比
毘
苅
者
が
そ

ば
に
い
な
く
て
人
権
威
向
田
部
鈍
っ

た
と
き
に
差
別
的
な
言
動
が
生
じ

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
差
別
が
ど
ん
な

風
に
し
て
植
え
付
け
ら
れ
、
自
分

が
同
和
問
題
に
ど
う
か
か
わ
っ
て

き
た
か
を
、
し
っ
か
り
と

一
人
ひ

と
り
が
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら

差
別
が
い
か
に
非
人
間
的
で
あ
り
、

人
権
を
奪
う
も
の
で
あ
る
か
を
徹

底
的
に
教
え
る
と
と
も
に
、
差
別

に
対
し
て
人
間
と
し
て
の
怒
り
と

誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
き
た
人
々

や
そ
の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
学
び

取
ら
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
人
事
主
寸
る
た
め
に
は
、


他
人
の
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
こ


と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ず
、
共
に


人
間
ら
し
く
生
き
る
心
を
常
に
身


に
つ
け
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い


る
の
で
す
。


」
啓
発
ス
ラ
イ
ド
「
言
葉
と


差
別
パ 

卜 

」
か
ら
|


l

H

マ庁
ど
も
の
ケ
ン
カ
言

子
ど
も
は
ケ 
γ
カ
し
な

が
ら
成
長
し
ま
す
。
よ
く

見
か
け
る
兄
弟
ゲ
ン
カ
で

は
、
兄
は
実
力
を
仔
使
し
、

力
で
及
ば
な
い
弟
は
の
の

し
り
言
葉
を
投
げ
か
け
な

が
ら
逃
げ
出
し
ま
す
。
そ

の
時
、
出
来
る
だ
け
兄
の

嫌
が
る
悪
口
が
効
果
的
で

す
。悪

口
言
葉
は
「
田
舎
っ

ぺ
」
(
地
壇
産
別
)
ア
ッ
ポ
」

「
チ
ビ
」
「
鼻
ぺ
ち
ゃ
」
(
身

体
的
特
徴
の
醐
実
)
「
グ
ズ
」

「
マ
ヌ
ケ
」
(
性
格
へ
の
攻

撃
)
な
ど
多
彩
で
、
単
純

で
発
言
し
や
す
い
傾
向
。
か

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
、

こ
の
悪
口
を
適
切
に
結
び

付
け
て
使
用
し
ま
す
。

昔
か
ら
の
代
表
的
な
ケ

ンカ一
吉暴
で
あ
る
「
パ
カ
、

カ
パ
、
チ
γ
ド
γ
屋
、
お

前
の
母
ち
ゃ
ん
出
ベ
そ
」

は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
悪
口

を
大
声
で
は
や
し
や
す
い

よ
う
に
並
べ
て
リ
ズ
ミ
カ

ル
で
す
。

現
代
の
子
ど
も
の
代
表

的
な
悪
口
は
、
「
パ
イ
キ 
γ
」

も
で
も
時
に
は
怒
り
の
表
現
を
あ

ら
わ
に
し
ま
す
。
お
菓
子
を
買
っ

て
く
れ
な
い
母
親
に
対
し
て
、
ま

わ
ら
な
い
口
で
大
人
の
口
ま
ね
を

l

件ノ
ン
力
言
葉
の
作
用

人
に
喜
怒
哀
楽
の
感
情
が
あ
る

の
は
自
然
の
こ
と
で
、
幼
い
子
ど

し
て
「
ア
ッ
ポ 

」
と
言
い
つ
つ
、

小
さ
な
コ
ブ
シ
を
振
り
上
げ
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権
子どものケンカ言葉
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-、

り
接
触
す
る
も
の
で
、
老
化
が
主

な
原
因
で
す
。

膝
の
病
気
に
は

お
年
寄
り
の
場
合
は
無
理
を
し

長
い
距
離
を
歩
か
な
い
。

階
段
の
上
り
下
り
を
避
け
る
。
�
 

正
座
を
し
な
い
。

肥
満
者
は
体
重
を
減
ら
す
。
�
 

膝
周
囲
の
筋
肉
を
鍛
え
る
。

まるの(るのレ害�  ① 
すた外長た下�  いオ
。め側距めの警膝与

o

わ� i
のに離の靭tυ 蓋fゆ パ
炎あラ炎帯三靭iる� |
症 る ン 症 が ご 帯 使 ユ
) 靭� Eナ)強�  1.炎い!
な帯�  lゃく�  ι(すズ
どがに腸引主高ぎ 症
が骨多竪tつ'5跳に 霊
含とく靭1ば膝与びよ 群
まず、帯ら蓋f、る
れれ膝3炎れ菅ミパ障

O O O O O O

勝
浦
病
院
理
学
療
法
士

重

岡

紀

子
ね
ん
ざ

す
が
、
ひ
ね
っ
た
り
す
る
と
捻
挫

し
や
す
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

しつ
がい
こ

つ

ひ

ざ

た
、
襲
聾
在
、
潰
阜
の
役
割
で
膝

を
伸
ば
す
筋
肉
に
力
を
伝
達
し
て

い
ま
す
。
半
月
板
は
軟
骨
の
板
で

衝
撃
を
吸
収
し
、
く
さ
び
の
よ
う

に
ズ
レ
を
防
い
で
い
ま
す
。

膝
は
全
身
の
体
重
が
強
く
か
か

り
、
し
か
も
跳
ん
だ
り
は
ね
た
り

す
る
時
の
衝
撃
を
激
し
く
受
け
る

関
節
な
の
で
、
ス
ト
レ
ス
を
受
け

や
す
く
故
障
し
や
す
い
部
分
と
言

え
ま
す
。
年
齢
層
に
よ

っ
て
故
障

の
内
容
に
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、

若
い
人
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ケ
ガ

が
多
く
、
高
齢
者
で
は
一
種
の
老

化
現
象
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

膝
関
節
は
、
大
壁
胃
と

腔
骨
が
つ
な
が

っ
て
い
ま

す
が
、
他
の
関
節
に
比
べ

る
と
骨
の
組
み
合
わ
せ
が

不
安
定
で
す
。
骨
は
し
っ

か
り
か
み
合
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
の
か
わ
り
強
い

靭
帯
と
半
月
板
で
安
定
さ

せ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
動

か
せ
る
範
囲
は
広
い
の
で

〈
膝
の
運
動
〉

①
② 


ふ~ ふピ」↑
グ

膝
に
痛
み
を

生
じ
だ
時

な
い
こ
と
が
大
勾
�
 

れ健費障時~
ま 害膝3膝与
す関側が関 内
。節副起節 障

著書Ii議
の 、も成
障十の体

季語f~ 括
が帯月ら
含の板か
ま損障の

と ふなが�  @ 
発く力た関 関
症らがま節 節
しはかるの 水
ゃぎかも袋 腫h
すのつのに
く筋た。炎
な力り睦2症
りが 、関を
ま弱太節起
すくもにこ
。なも無し
る、理水�  

④
変
形
性
脹
関
壇
狂

ひざ

加
齢
と
と
も
に
、
膝
の
軟
骨
が

弾
力
性
を
失
っ
て
摩
耗
し
、
軟
骨

の
下
に
あ
る
骨
が
む
き
出
し
に
な

しつがい

膝蓑骨

十字じん帯

じん帯� 

(膝のしくみ)

半
月
板

側
副
じ
ん
帯

筋
肉
を
鍛
え
る

運
動
と
し
て
は

①
あ
お
向
け
に
寝
て
片
足
ず
つ
挙

上
し
、
五
�
 十
秒
保
持
し
て
降
ろ

J

す
。
(
慣
れ
る
と
一

り
を
足
首
に
つ
け
る
。)

②
イ
ス
に
座
っ
て
、
ゆ

っ
く
り
片J

J
二
同
の
お
も

足
ず
つ
膝
を
上
に
伸
ば
す
(
五

十
秒
保
持
す
る
)
(
下
図
参
照
)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
膝関節



O
町
の
指
定
し
た
袋
で
出
す
。 

O
ゴ
ミ
を
出
す
日
時
を
守
る
。〉

、� 

D 

3 

今
年
の
桜
は
例
年
よ
り
開

花
が
早
く
、
四
月
一
一一
日
の
お

節
句
に
は
満
開
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
ピ
ッ
ク
ひ
な
ま
つ
り
は
会

場
の
関
係
で
休
み
と
な
り
ま

し
た
が
そ
れ
に
代
わ
り
桜
の

花
と
、
ち
ょ
う
ち
ん
で
に
ぎ

や
か
な
お
節
句
と
な
り
ま
し

た。

A
P

星
谷
で
は
、
大
宮
八
幡
神

社
境
内
の
桜
並
木
を
ち
ょ
う

ち
ん
で
飾
ろ
う
と
呼
び
か
け

た
と
こ
ろ
、
二
百
五
十
三
個

が
集
ま
り
、
三
月
二
十
一
日

か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
飾
ら

れ
、
毎
夜
灯
を
と
も
し
、
家

族
づ
れ
、
花
見
客
で
お
お
に

ぎ
わ
い
に
。

横
瀬
の
鹿
背
山
神
社
に
も

ボ
ソ
ボ
リ
が
飾
ら
れ
、
五
月

の
つ
つ
じ
の
季
節
ま
で
燈
が

灯
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
も
行
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

坂
本
で
は
五
十
個
の
ち
ょ

う
ち
ん
が
飾
ら
れ
、
昨
年
区

民
で
作
ら
れ
た
ふ
る
さ
と
の

う
た
に 

わ
せ
お
ど
っ
た
り
、

お
ひ
な
さ
ん
の
前
で
ぜ
ん
ざ

い
に
舌
つ
づ
み
を
打
つ
家
族

連
れ
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
九
ま
た
壮
語
望
者
グ
ル
ー

プ
の
方
が
爽
余
や
農
産
物
の

即
売
も
行
い
、
一
日
中
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ぜ� v， 

F

「
ふ
る
さ
と
の
う
た
」

に
合
わ
せ
て
の
お

ど

り

(

坂

本

)

』 

ゴ
ミ
収
集
手
数
料
を
改
定


ゴ
ミ
の
排
出
量
を
少
な
く
し
て

い
た
だ
く
た
め
ド
ラ
ム
缶
で
焼
い

た
り
、
生
ゴ
ミ
処
理
容
器 
(
コ
ン
ポ

ス
タ
ー 
)
を
置
く
な
ど
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
ゴ
ミ
収

集
手
数
料
を
公
平
に
ご
負
担
い
た

だ
く
た
め
、
平
成
二
年
四
月

一日
か

ら
町
の
指
定
す
る
袋

一枚
に
つ
き
、

二
十
五
円
に
改
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
(
従
来
は
一
か
月
一
般

家
庭
四
百
十
円
、
食
料
品
庖
一
千

三
十
円
、
飲
食
庖
二
千
六
十
円
)

保
健
部
長
さ
ん
に
ゴ
ミ
の
収
集

手
数
料
を
納
め
、
袋
を
も
ら
っ
て

下
さ
い
。

今
ま
で
ゴ
ミ
収
集
に
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下

さ
い
。

ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
次
の
こ
と

を
き
ち
ん
と
守
っ
て
下
さ
い
。

旧
横
瀬
地
区
月
・
水

・
金

旧
生
比
奈
地
区
火

・
木

・
土

※
当
日
の
八
時
ま
で
に 

袋
の
口
は
ヒ
モ
で
結
ぶ
。 

袋
に
名
前
を
書
く
。

水
切
り
を
十
分
し
、
燃
え
る
ゴ

スゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
必
ず
フ
ェ

各
地
区
に
ゴ
ミ
の
フ
ェ
ン
ス
を

O O O O O

v 、
、
¥
燃
え
な
い
ゴ
ミ
を
区
分
す

。
ン
ス
の
中
へ
入
れ
て
下
さ
い
。

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
み
ん

な
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

。
机
、
布
団
、
電
気
製
品
な
ど
は

直
接
焼
却
場 

二
|
四
二

(
T
E
L

一
八
)
へ
電
話
し
て
か
ら
、
自
分

で
持
っ
て
行
っ
て
下
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
地
元
の
保
健
部

長
さ
ん
、
ま
た
は
環
境
衛
生
課
ま

で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

.晶、，・.~

MUS04
テキストボックス
桜の名所にちょうちんの花

MUS04
テキストボックス
ホットな話題お寄せ下さい
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て、

カミ

ふ
る
さ
と
出
身
者
の
声

口
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

ー
文
楽
の
道

筋

Q Q

中

尾

文

昭

さ

ん
(
芸
名

吉
田
文
司
�
 
)

か
い
が
終
わ
っ
て
左
手
っ
か
い
の

修
行
中
で
す
。
今
年
に
入

っ
て
イ

ス
ラ
エ
ル
と
フ
ラ
ン

ス
の
海
外
公

演
が
あ
り
、
そ
れ
に
参
/加
し
て
い

ま
し
た
。
四
月
は
大
阪
公
演
に
出

Q Q
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か

Q 演
し
て
い
ま
す
。

お
も
�
 

最
近
、
主
っ
か
い
に
抜
て
き
さ

、

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
が

一
年
に
二
回
、
春
と
秋
に
研
修

発
表
会
が
あ
り
、
今
年
は
二
月
に

J
V

か

危

て

時

ん

ら

ゅ

う

し

ん

ぐ

ら

う

ら

も

ん

だ

ん

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
事
南
の
段
」

か
ん
べ
い

が
あ
り
、
勘
平
と
い
う
役
の
主
っ

か
い
(
頭
と
右
手
を
つ
か
う
)
を

名
の

っ
て
い
ま
す
。
�
 

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

。

な
ぜ
文
楽
の
道
を
選
ん
だ
の
で

今
は
左
手
っ
か
い
�
 働
錯
し
て
、

す
か
。

主
っ
か
い

な

そ
し
て
、
将
来
は


立
役
�
 (男
人
形
)
を
目
指
し
て
い


ま
す
。


勝
浦
の
み
な
さ
ん
に
一
言


が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ム
斗
吹
と


も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
尾
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
長

女
の
三
人
で
、
大
阪
に
住
ん
で

最
近
の
活
動
状
況
は

い
ま
す
。
今
後
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
す
。

現
在
使
っ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は、

平
成
二
年
三
月
三
十

一
日
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
三
月

三
十
日
に
各
地
区
を
巡
回
し
、
被

る
い
は
他
保
険
か
ら
離
脱
な
ど
の

保
険
の
異
動
が
あ
る
方
は
、
至
急

窓
口
で
届
出
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

-
保
険
証
を
大
切
に

保
険
者
証
の
検
認
を
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
税
務

保
険
課
ま
で
被
保
険
者
証
を
ご
持

参
下
さ
い
。

付
記
載
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

保
険
証
の
交
付
・

検
認
な
ど

の
際
、
記
入
違
い
が
な
い
か
確

認
し
て
下
さ
い
。
�
 

ま
た
、
他
の
保
険
へ
加
入
、
あ

∞
受
診
の
と
き
は
必
ず
病
院
の
窓

滞
納
し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な

り
大
変
便
利
で
す
。
振
替
納
税
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
だ
振
替
納
税
手
続
き
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
、
各
地
区
の
納
税

貯
蓄
組
合
長
さ
ん
ま
で
「
町
税
の

坂
本
郵
便
局

納
付
委
託
依
頼
書
」
を
提
出
し
て

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
保
険
課

下
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
振
替
納
税
の
手


続
き
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、


残
高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。


平
成
二
年
度
の
「
町
税
の
納
税

通
知
書」

を
六
月
十
日
ご
ろ
に
発

布
い
た
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

O

Q
中
尾
さ
ん
の
略
歴
は

勝
浦
園
芸
高
校
を
卒
業
し
、
昭

~ 

和
五
十
年
四
月
、
吉
田
小
玉
�
 (現

文
吾
)
の
門
下
生
と
な
り
、
五
十

一
年
四
月
、
大
阪
朝
日
座
で
初
舞

台
を
踏
み
ま
し
た
。
今
年
の
四
月

吉
田
若
玉
を
改
め
、
吉
田
文
司
を

白
必
ず
手
元
に
保
管
を

保
険
証
は
大
切
に
保
管
し
、

病
院
な
ど
に
預
け
た
ま
ま
に
し

な
い
で
下
さ
い
。

偶
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
し
ま

し
ょ
、
フ

他
の
保
険
に
加
入
し
た
り
、

転
出
す
る
場
合
は
、
す
み
や
か

ωに
保
険
証
を
返
し
て
下
さ
い
。

二
枚
目
の
保
険
証
が
必
要
な
と

安」

修
学
旅
行
な
ど
で
家
族
と
離

れ
て
住
む
と
き
は
、
二
枚
目
の

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、

在
学
証
明
な
ど
の
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

-
振
替
納
税
が
で
き
る
金
融
機
関

阿
波
銀
行
勝
浦
支
庖

徳
島
銀
行
勝
浦
支
庖

勝
浦
郡
農
業
協
同
組
合

勝
浦
郵
便
局

O O O O

高
校
に
毘
云
部
と
い
う
の
が
あ
っ

そ
こ
で
初
め
て
人
形
浄
瑠
璃

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
一
生
の
仕
事
に
し
よ
う
と
思
っ

た
わ
け
で
す
。

好
き
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ん
で

す
ね
。
�
 

町
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納

税
制
度
が
あ
り
ま
す
。
と
の
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
つ
ぎ

の
金
融
機
関
の
あ
な
た
の
口
座
か

ら
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

納
税
の
手
数
が
少
な
く
済
み
、

)
 

文
楽
っ
て、

-(
 

人
で
操
作
し
ま
す
。
現
在
、
足
つ
�
 

一
体
の
人
形
を
三

ま
た
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ
、

田I
えさ披税

基納:納
 
¥ '動 1-f
昔ぴ lま

一¥

ー¥

:労殺の tE


MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
ふうｒさと出身者の声
文楽の道一筋

MUS04
テキストボックス
国民健康保険被保健者証
の検認はお済ですか
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l
す
い

レ 

琴
星
は
最
も
有
名
な
も
の
で

ずコカ込第239号

人
や
日
は
我
が
宋
の

交
通
安
会
百

す

L

経
験
し
て
い
ま
す
。
新

ず
い替

一
一
星
の
場
合
に
は
、
太

陽
か
ら
遠
く
離
れ
た
宇

宙
空
聞
か
ら
や
っ
て
く

た
め

る
為
に
、
熱
や
光
の
影

響
を
受
け
る
と
壊
れ
や

す
く
な
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

オ
ー
ス
チ
ン
善
星
は
、

四
月
二
十
日
頃
か
ら
は

明
け
方
の
北
東
の
空
で

見
え
始
め
、
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
座
の
中
を
西
方
へ

移
動
し
て
い
ま
す
。
肉

眼
で
は
少
し
無
理
で
す

が
、
双
眼
鏡
や
小
望
遠

も
十
会
近
付
く
こ
と
が
分
か
り
、
大

l

す

い

す

い

は
、
発
見
時
の
絶
対
光
度
(
太
陽
、

地
球
、
馨
星
が
そ
れ
ぞ
れ
等
し
い

距
離
に
あ
る
も
の
と
仮
定
し
た
時

の
著
星
の
明
る
さ
が
、
ハ
レ 

薯

星
よ
り
明
る
か
っ
た
こ
と
や
、
軌

道
計
算
の
結
果
、
太
陽
や
地
球
に

こ
の
様
な
騒
ぎ
と
な
っ
た
原
因

す
い

l

す
い

塾
埠
今
持
っ
た
周
期
警
星
で
あ
り
、

残
り
が
放
物
線
や
双
曲
線
軌
道
を

持
つ
も
の
で
す
。

現
在
話
題
と
な
っ
て
い
る
オ

す
い

ス
チ
ソ
馨
星
は
、
双
曲
線
軌
道
を

す
い

持
っ
た
誓
星
の
一
つ
で
、
太
陽
に

は
初
め
て
近
付
く
処
哀
廷
星
で
す
。

観測地:阿南

l
す
い

個
が
ハ
レ 

薯
星
の
よ
う
な
だ
円

そ
う
珍
し
い
こ
と
で
は

な
く
、
過
去
に
何
回
か

し
ょ
う
。

す
い

今
ま
で
に
約
千
九
百
個
の
琴
星

が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
約
七
百
五
十
個
に
つ
い
て
は
軌

道
が
計
算
さ
れ
て
い
て
、
約
三
百

サ，ぃ

大
誓
星
と
い
う
の
は
、
ど
う
や
らす

い

空
振
り
と
な
り
そ
う
で
す
。
新
著

す
い

星
で
大
登
星
に
な
る
と
言
わ
れ
な

が
ら
大
し
た
こ
と
も
な
く
、
寂
し

く
消
え
去
る
こ
と
は
、

か
ら
吉
兆
の
前
触
れ
と
し
て
人
々

の
関
心
を
集
め
て
き
ま
し
た
。
な

か
で
も
七
十
六
年
毎
に
現
れ
る
ハ

た
よ
う
な
長
く
尾
を
な
び
か
せ
た

の
後
の
観
測
か
ら
期
待
さ
れ
て
い

ず
い塞

星
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
注

目
さ
れ
た
た
め
で
す
。
し
か
し
、
そ

き
星
」
と
も
呼
ば
れ
、
ま
た
、
昔

す
い著

星
は
、
そ
の
形
か
ら
「
ほ
う

今
話
題
針
。
オ 
3
ス手、

 

っ
T
恕 

に
・
:
?

a
馨
星
々

V

父

!師通
 

TCE 

Tき事� 
:;z故
!こセ 

L 97口

¥， 

鏡
な
ど
を
使
用
す
れ
ば
十
分
に
そ

の
姿
歩
薬
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

す
で
に
近
日
点
を
通
過
し
て
太
陽

か
ら
速
さ
か
り
つ
つ
あ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
次
第
に
暗
く
な
っ
て
い

き
ま
す
が
、
昇
る
時
間
が
だ
ん
だ

や
す

ん
早
く
な
り
見
易
く
な
っ
て
き
ま

す
い

す
。
大
雪
星
に
は
な
り
得
ま
せ
ん

す
い

で
し
た
が
、
普
通
の
馨
星
よ
り
は

明
る
い
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

天
文
教
育
普
及
研
究
会
会
員
の

前
野
拓
さ
ん
(
阿
南
市
)
に
原
稿

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
は
昨
年
二
件
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
度
は
交
通
事
故
ゼ

ロ
に
向
け
、
交
通
事
故
防
止
、
特

に
交
通
事
故
死
者
の
絶
滅
に
向
け

て
「
ゆ
と
り
で
守
る
ル 

ル
と
生

命
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
運
動

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
交
通
安
全
協
会
役

員
き
ん
を
通
じ
て
町
民
の
皆
様
に


「
今
日
は
我
が
家
の
か
通
安
全
旦


の
回
覧
板
を 
4
月
か
ら
巡
回
し
て


お
り
ま
す
。


住
民
の
方
の
声

眠
い
朝
、
急
い
で
玄
関
の
ド
ア

に
手
を
か
け
よ
う
と
す
れ
ば
、

l

今
日
は
わ
が
家
の
交
通
安
全
日

重
く
て
大
き
な
回
覧
板
が
掲
げ
て

あ
っ
た
。
ハ
ン
ド
ル
も
つ
手
は
、

ゆ
っ
く
り
と
、
学
校
に
行
こ
う
と

す
る
子
供
に
は
、
「
車
に
気
を
つ
け

て
、
行
け
よ
!
」
自
然
に
そ
ん
な

言
動
に
な
っ
て
い
た
。

交
通
安
全
に
多
く
の
言
葉
は
い

ら
な
い
。
豊
か
な
感
性
の
時
代
、

「
漢
字
」
で
は
な
く
「
感
字
」
の

ヒ
ッ
ト
商
品
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、

そ
の
夜
、
一
日
の
交
通
戦
争
を
生

き
抜
い
て
帰
っ
て
き
た
家
族

そ
の
回
皆
震
に
「
あ
り
が
と
う
」

と
頭
を
下
げ
、
次
な
る
家
庭
に
届

け
る
女
通
安
全
日
で
す
。 ヘ


MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
今話題のオースチン彗星ってなあに

MUS04
テキストボックス
今日は我が家の交通安全日
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改
修
に
切
ら
る
る
桜
見
事
咲
く

掛
谷
野
上
す
み
れ

神
苑
の
庭
を
彩
る
桜
か
な

休
校
の
孫
は
春
眠
ほ
し
い
ま
ま

沼
江
梅
山
み
ず
ほ

啓
塾
の
蟻
は
や
畳
の
へ
り
を
一這

わ
た
し
の
作
品 

ふ

r 漢でlこ

!す!?

。の でで

選
抜
は
毛
糸
編
み
つ
つ
聞
く
慣
ひ

掛

谷

斎

藤

重

子

春
灯
の
客
待
つ
座
敷
と
と
の
い
し

坂

本

美

馬

直

枝

春
灯
に
点
茶
茶
椀
の
深
さ
か
な

生

名

柳

田

末

子

欄
干
を
照
ら
し
春
灯
水
に
溶
け

生

名

清

水

良

子

壁
掛
の
色
紙
ま
ろ
か
に
春
灯
し

生

名

倉

橋

紅

梅

春
灯
下
ど
ち
ら
か
ら
と
も
な
く
笑

う

生

名

早

川

信

恵

春
灯
や
机
の
上
の
眠
り
猫

生

名

小

西

典

子

航
く
船
も
陸
も
春
灯
と
も
し
け
り

生

名

白

草

元

子

春
の
灯
に
戻
り
て
母
に
の
み
語
る

生

名

丸

山

香

月

駅
そ
ば
の
割
り
箸
口
で
割
る
余
寒

生

名

桁

林

白

揚

さ
さ
や
か
な
タ
鮪
も
春
の
灯
に
和

む

棚

野

穏

台

澄

子

漬
物
に
す
る
と
菜
の
花
摘
ん
で
お 

藤
の
花
憩
う
椅
子
あ
り
寺
の
庭

白
子
乾
す
砂
浜
匂
ふ
潮
光
り

横
瀬
錦
内
常
一

雛
壇
を
飾
れ
り
桃
の
香
も
添
え
て

h

目
白
来
て
こ
ぼ
せ
り
花
の
一
一
、
一
一
一

弁

横

瀬

日

下

智

世

子

花
散
り
ぬ
猫
丸
く
な
る
軒
場
ま
で

噌
り
や
手
入
届
き
し
寺
の
庭

棚
野
北
島
ア
サ
ノ

八
重
桜
咲
き
て
門
先
明
る
う
す

鷺
の
音
色
さ
や
か
に
畑
の
昼

棚

野

谷

新

太

郎

目
覚
め
た
る
椎
山
大
き
く
盛
上
り

膝
折
り
て
何
を
告
げ
る
や
雨
蛙

棚

野

島

っ

と

む

啓
塾
や
ヨ
チ
ヨ
チ
の
孫
土
を
踏
む

つ
く
ぱ
い
に
水
の
ひ
び
き
や
朝
桜

生

名

滝

口

松

月


春
眠
や
パ
ス
乗
り
越
し
て
目
覚
め


け
り


母
校
出
る
別
れ
別
れ
の
春
惜
し
む


掛

谷

駒

津

光

洋

ソ


省
ず
し
し
て
あ
り
嫁
の
置
手
紙


洋
蘭
も
混
じ
え
て
寺
の
花
見
堂


沼

江

山

丸

千

絵

初
蕨
夜
の
食
卓
に
彩
そ
え
る

社
会
総
合
大
学

か
学
習
日
の
お
知
ら
せ 
u

習
字
学
級

五
月
七
日
(
月
)

五
月
十
七
日
(
木
)

午
後
九
時

j

今月は、 5月12日仕� ) 13時~21時 
5月31日体:) 17時30分~21時 
住民福祉センタ一三階ホール

お待ちしています。

う十気ガすっかりなく怠るまで煮る。

※ ちりめんじゃこは， できるだけ良質のものを選ぶ。

かださによって，用いるだしとしよう泊の分置を多少加減する。

山徽のかわりに，しようガのぜん切りを用いてもおいしい。

時
同

午
後
七
時

場

所

住
底
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

雪
洞
の
灯
り
に
花
の
散
り
ゆ
け
り

横

瀬

稼

勢

銀

星 

墨
絵
学
級
五
月
十
一
日
(金
)

五
月
二
十
五
日 
(金
)

時
同

午
後
七
時
三
十
分

午
後
九
時
三
十
分

J

場

所

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

短
歌
学
級

書
室五

月
十
二
日
(土
)

時
同

場
所

午
後
一
時
か
ら

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

『¥

i~F 

句

5月のくらし

ヲグポイグト情報
Oあなたも撃ってみませんか?� 

ちりめん山徽

ちりめんじゃこと山械の実を奴いたものは，京都の代表的な常備

菜だそうです。ぜひ一度お作り下さい。

-材料 ちりめんじゃこ� 1008 還 すカップ

山被の実(昧鴎漬け)� 258 しよう油 大さじ2 
昆布のだし� +~すカップ さとう 4、さじ� 2

みりん 大さじ� 3

-作り方 

① みりん以外の調昧料を合わせて煮立て，じゃこと山械を入れ，

ビームライフル講習会� 一、、

② つぎl乙みりんを加えて煮る。

都合の付 く時間に参加し てく ださい。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
5月のくらし
ワンポイント情報
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(

生

名
)

し
み
ず
み
か
ち
ゃ
ん
�
 

。OO(!]) 
(@@ 

日

9 

11 

16 

17 

18 

曜 内 円官相

7jく 総� 4E228h 健 診

金 総� 4zbz• 健 診

*'総 合 健 診

木 総� 4回~ 健 量固骨:タ

金� 1歳� 6か月児健康診査� 

対象者

満40歳以上の方� 

満40歳以上の方� 

満40歳以上の方� 

満40歳以上の方� 

S 63 .9.1-11.30まで� 
に生まれた子� 

時 問

8 :30-11:00 

8 :30-11 :00 

8 :30-11:00 

8 :30-11 :00 

13:30-14:00 

場 所

生名センター

今 山 公会堂

坂本集会所

掛谷集会所

勝浦病院

持参するもの他� 

健康手帳� 

健康手帳� 

健康手帳� 

健康手帳� 

母子手帳，問診票

22 

23 

24 

25 

30 

31 

火 日本脳炎予防接種

水 総� 4ロ~ 健 診

木 総� 4Eb3• 健 診

金 乳児健康診査�  

水 総� 4回2恥 健 診

木 総� 4ロ~ 健 雪岡骨多'

満� 3歳以上� 

満40歳以上の方� 

満40歳以上の方� 

Hjじー� 12.1-H2 .3.31 
までに生まれた子� 

満40歳以上の方� 

満40歳以上の方� 

14:00-15:00 

8 :30-11 :00 

8 :30-11 :00 

13:30-14: 30 

8 :30-11 :00 

8 :30-11 :00 

沼江保育所

久国集会所

棚 野 集 会 所

)勝浦病院

機瀬集会所

星谷集会所

印鑑，料金� 500円� 

健康手帳� 

健康手帳� 

母子手帳

健康手帳� 

健康手帳

一

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は

一
グ
ま
む
し
�
 の
出
没
期
で
す
。
も

一
し
、
ま
む
し h

H

に
か
ま
れ
た
ら
応
急

一
処
置
を
し
て
、

一
刻
も
早
く
医
師

一
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

一
す
。

一
応
急
処
置
と
受
診

一
�
 傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ

一

を
強
く
し
ば
る
。

十
五
分
に
一
回
は
し
ば
り
を
解

い
て
血
を
通
し
、
ま
た
し
ば
る
。

V V
一一一

�
 
V
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受
�
 

一 -

血
清
の
保
管
場
所

一
勝
浦
病
院
�
 (勝
浦
町
棚
野
)

一

電
話

一
丁

二
五
五
五

け
る
。

一
上
勝
町
診
療
所
�
 (上
勝
町
福
原
)

一

電

話

六

1
0三
�
 二
O

一
上
勝
町
第
二
診
�
 療
所

一
�
 

(上
勝
町
正
木
)

五
|

一
五一

O
U

電
話

」� 

-同・・・h、

今月の健康行事 (不明な点は環境衛生課保健婦におたずねください)

O総合健診とは� 1度に胸部レン トゲン検診，胃検診，基本健診(成人病検診)を行うものです。

総合健診の中で胃検診を受診される方は，前日の午後 9時以後L 検査当日は易茶等一切とらずにおこし

下さい。� 

O健診料…胃検診3，510円のところ500円，胸部レントゲン191円のところ無料。基本健診(成人病検診)3，004円
のところ600円。

ただし市町村民税非課税世帯の方， 生活保護世帯の方及び，満70歳以上の方は無料です。

受付けでお申し出下さい。

、、

一

MUS04
テキストボックス
みんなの健康



長
T
十
ム制

進
行
し
て
い
る
場
A
qか
あ
り
ま
す
。

回叫

(I日� 平成 2年� 5月1日� カ込 4コ つ ら 第239号

グ
中
山
愛
育
班

結
成
さ
れ
る

四
月
六
日
、
勝
浦
町
で
第
十
番

目
の
中
山
愛
育
班
が
結
成
さ
れ
、

来
賓
に
は
桜
木
町
長
、
堺
県
議
会

議
員
、
佐
竹
小
松
島
保
健
所
長
、

町
内
九
愛
育
班
長
、
及
び
区
民
の d

方
々
五
十
名
参
加
の
も
と
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

発
起
人
の
東
区
長
さ
ん
か
ら

「
健
診
の
受
診
率
の
低
さ
や
、
高

血
圧
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
の
人
が

多
く
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
自
分

の
健
康
は
自
分
で
守
り
、
お
互
い

が
声
を
か
け
合
い
健
康
で
明
る
い

人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
数
回
の
会

を
重
ね
区
民
の
方
々
の
ご
理
解
と

ご
協
刀
に
よ

っ
て
者
佐
至
っ
た
。」

と
の
経
過
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た。
 

ん
を
中
心
に
健
康
や
福
祉
に
取
り

組
ま
れ
、
中
山
地
区
の
活
性
化
と

な
り
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す

る
旨
ご
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
班
長
と
な
ら
れ
た
谷

淑
恵
さ
ん
か
ら
、
健
康
づ
く
り
や

福
祉
に
つ
い
て
、
お
互
い
が
勉
強

し
合
い
健
康
で
明
る
い
地
域
づ
く

り
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い

と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

も
、
不
安
と
期
待
の
中
で
ス
タ
ー

ト
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
各
愛
育

班
、
関
係
者
の
方
々
の
温
か
い
ご

-
ふ
だ
ん
健
康
だ
と
思
っ
て
い
る

人
ほ
ど
健
診
を

成
人
病
は
知
ら
な
い
う
ち
に
進

品
行
し
て
い
る
病
気
な
の
で
、
症
状

る

し

か

し

べ

早

指
導
と
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

健
康
診
査
を

が
ん
、
心
臓
病
、
高
血
圧
、
肝

臓
病
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
、

四
十
歳
に
な

っ
た
ら
だ
れ
も
が
、

老
人
保
健
法
に
よ
る
健
康
診
査
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
機

会
を
の
が
さ
な
い
で
、
あ
な
た
の

健
康
管
理
の
大
切
な
チ

ェッ

ク
機

会
と
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

-
健
諺
孟
界
け
る
と
こ
ん
な
メ
リ
ッ

健 ト
が診

は
、
た
ん
に
病
気
の
有
無

を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
健
診

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
次
の 

4
7な
メ
リ

ッ
ト
トかあ
り
ま
す
。

①
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

が
で
き
る
。 

⑦
誰
康
に
対
す
る
自
覚
と
認
識
が

生
ま
れ
る
。

③
長
期
的
に
健
康
状
態
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
。

④
生
活
態
度
を
改
め
る
キ
ッ

カ
ケ

が
で
き
る
。

⑤
長
生
き
し
て
も
健
や
か
に
く
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

・
い
ろ
ん
な
検
査
を
受
け
る
前
に

検
査
は
正
確
で
な
け
れ
ば
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、

検
査
の
前
に
次
の
よ
う
な
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
前
日
は
過
労
、
寝
不
足
、


飲
酒
を
さ
け
る
。
  

③ 
な類検
いや査
。ア前

ルlこ

コ甘�  4ノグ
|い 、

ルジ 

をユ 

飲| 

まス� 

③
尿
検
査
が
あ
る
と
き
に
は

事
前
に
排
尿
し
な
い
。

@
胃
検
診
で
は
、
朝
食
は
も

ち
ろ
ん
、
水
分
、
タ
パ
コ

も
い
っ
さ
い
口
に
し
な
い
。

が
あ
ら
わ
れ
た
と
き
に
は
か
な
り、

期
に
発
見

す
れ
ば
、
完

全
に
治
す
こ

と
も
で
き
ま

す
。
ま
た
、

日
常
生
活
の

工
夫
で
そ
の

病
気
の
進
行

を
お
そ
く
し

た
り、

病
気

が
重
く
な
ら

な
い
で
す
ま

せ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

こ
の
第

一
歩

が
定
期
健
診

な
の
で
す

0

.
四
十
歳
に

な
っ
た
ら

だ
れ
も
が

負

介、

来
賓
の
方
々
か
ら
は
、
役
員
さ

...発起人東区長さ んあいさ つ

勝
浦
町
内
で
は
、
坂
本
、
今
山、

星
谷
、
生
名
、
久
園
、
棚
野
、
横

瀬
、
与
川
内
、
掛
谷
愛
育
班
の
順

で
結
成
さ
れ
、
健
康
や
福
祉
に
つ

い
て
班
長
さ
ん
を
中
心
に
素
晴
ら

し
い
活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

成
人
病
健
診
、
胃
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
等
の
受
診
率
も
高
く、

年
々
効
果
も
上
が
り
、
病
気
の
早

期
発
見
で
、
元
気
に
な
ら
れ
喜
ば

れ
て
い
る
人
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

健
康
相
談
も
好
評
で
、
健
康
に
対

す
る
関
心
度
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

結
成
さ
れ
た
中
山
雲
宵
班
の
方
々

{¥ 

一、、

MUS04
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MUS04
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保健婦だより
年に一回は定期検診を
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大
井O 

と

¥ 

(慾祢略) 

夜間毅急当番表 5月定例心配ごと相談� 
5 月� 2日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

④ 日 湯浅医院�  2-2003 

⑤ 日 勝 浦 病 院 �  2 -2 555 

8 日 赤岩医院�  2-2006 

10日 勝浦病院�  2 -2 5 5 5 

12日 上勝診療所�  6-0302 

14日 勝 浦 病 院 �  2-2555 

16日 山西医院�  2-3027 

18日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

@ 日 湯浅医院�  2 -2 003 

22日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

24日 赤岩医院�  2-2006 

26日 勝浦病院�  2-2555 

28日 上勝診療所�  6-0302 

30日 勝 浦 病 院 �  2 -2 5 5 5 

日 時 5月11日� (金)・5月25日� (金)

午前10時~午後� 3時

内
円旬、

台 人権・行政・厚生・福祉

場 所 {主民福ネ止センタ- 2階� 

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください。)

=飼い犬は必ずつないでください=

守ク跡二し郁ヘ公金
不用犬買い上げ日 ぞ包J 

5月9日制� f22.1J. _~1 

(16) 

戸
籍
の
窓

千
三
議

森

字
上
川
原-v
K

勝
浦
会
館
五
月
逗

ー
交
流
講
座
開
講
|

勝
浦
会
館
で
は
、
地
域
住
民
と

の
交
流
を
通
じ
親
睦
を
深
め
、
同

和
問
題
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め

に
、
各
種
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

開
講
日
程
、
時
間
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

8
白
川 
w

着
付
教
室 

歩

ご
結
婚
お
め
で
と
う

3
月
刊
日 
1
4
月
刊
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

-R

大
字
沼
江
高
橋
昭
弘

字元
山

規

句

子

¥

直

¥

阿

南

市

湯
混
同

/
大

字
槻
野
字
仮

家

後

藤

¥
大
字
沼
江
字
野
神

斎

藤

/

徳

島

市

中

桜

停

¥
大
字
棚
野
字
畑
田

高

田 

/
徳

島

市

悦宏清 弘真
子幸恵弘美二

長
男

J

大字字前回棚
野
米
川
満
之

ひ
と
み
¥
由

大字
国
中
角
小
山
浩
司

字西
山

良

子

¥

結

資 華 城

二
女

上

回

J

φ
お
く
や
み
申
し
ま
す

大字
三
渓
字
国
出
掛
川
今
川
ヨ
シ
ヱ 

歳
)

(
m
m

大字
棚野
宇
北
川
原
木
原
一
男
(
祁
歳
)

大
手
坂
本
字
宮
平
長
田
義
男
(
臼
歳
)

大字
三
添
字
樫
洲
谷
敬
一
(
邸
歳
)

大
字
坂
本
字
坂
本
杉
本
秋
(
剖
歳
)

J

長
女

j

大
字
堀
本

一呂田 

新
二
/
二
女

字
自
平

r

富

子

¥

桜

新
二
/
三
女

富

子

¥

蘭

大
字
坂
本

{呂田

字古平善

意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

3
月
刊
日 
1
4
月
間
日

儀
さ
ん
(
沼

江� 

9
日
例
踊
り
教
室

叩
目
的
手
芸
教
室

日
日
樹
生
花
教
室

日
日

伺

藤

教

室

時
日
例
踊
り
教
室

口
日
同
手
芸
教
室

四
日
働
習
字
教
室

初
日
制
生
花
教
室

幻

日

開

篠

教

室

幻
日

ω
着
付
教
室

お
日
制
踊
り
教
室 

今
川

田舛
さ
ん
(
横

長
田
昭
洋
さ
ん
(
坂

木

原

毅

さ

ん

(

棚

今
山
婦
人
会

匿

名

(

横

瀬

)

M

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

日
制
手
芸
教
室

野本瀬

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

小
松
島
赤
十
字
病
院

0
と
こ
ろ

平
成
二
年
五
月
十

お
日

開

藤

教

室

泊
日
制
習
字
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。(
手
芸

・
緩
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
下
さ
い
。

な
お
、
途
中
入
講
希
望
の
方
は
、

直
斐
十
露
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

き

六
日
、
二
十
三
日
、

J

o

三
十
日

受
講
料

無
料

午
前
十
時 

午
後

三
時
ま
で 

環
境
衛
生
課

O
O

テ
キ
ス
ト
代
一 

円

。
申
し
込
み
先

成犬� 300円 小犬� 100円5月23日嗣午後6時から翌朝ア時まで
午後ア時から翌朝9時まで

日
日

平
休

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
家庭看護教室受講者募集




